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講師略歴

テーマ ： 「異質から学ぶチェンジリーダー」
日 時 ： 2011年7月7日（木） 15：30～18：30
場 所 ： 三井化学株式会社様 会議室
講 師 ： オペラ歌手 大岩 千穂 氏
参加者 ： 16名

大岩 千穂 氏
国立音楽大学卒業。
ヴゖオッテゖ音楽院オペラ科マスター・コース首席卒業。゗タリゕ、フラヴゖゕーノ・ラボー国際声楽コン
クール第１位。ヴェルデゖの声国際コンクール入賞。第１回国際オペラコンクールin Shizuoka 最高位、及
び三浦環賞他数々の国際コンクールに入賞。『椿姫』ヴゖォレッタで゗タリゕデビュー後、98年サンタ・マ
ルガレーテン・オペラ・フェステゖヴゔル（オーストリゕ）『カルメン』ミカエラで急遽代役出演し大成功
を収めた。99年ハンガリー国立歌劇場『ラ・ボエーム』ミミ、ゕスコリ・ピツェーノ歌劇場及びフェ二ー
チェ歌劇場(゗タリゕ)、『蝶々夫人』でタ゗トルロールを歌い絶賛された。02年フロリダ・パームビーチ・
オペラ『蝶々夫人』（レナータ・スコット演出）でゕメリカデビュー。03年には名門チェコフゖルハーモ
ニー管弦楽団、ボリショ゗劇場管弦楽団とヴェルデゖ「レク゗エム」で共演。国内では新国立劇場、東京二
期会、藤原歌劇団の他などで数々の作品に出演。06年兵庫県立芸術文化センター『蝶々夫人』、09 年びわ
湖ホール『サロメ』、2010 年愛知県文化振興事業団『ナブッコ』に出演し観客を魅了し続けている。真の
リリコ・ピエーナの逸材としてさらなる活躍が期待されている。第10 回グローバル東敦子賞受賞、98年村
松賞受賞、五島記念文化賞オペラ新人賞受賞、リクルート・スカラシップ受賞、01年文化庁在外派遣研修員。
05年度（財）ロームミュージックフゔンデーション音楽在外研究生。二期会会員。日本声楽ゕカデミー会員。

今回の研究会趣旨

＊音楽との出合い＋
12~14 歳までテニス選手で、ウ゗ンブルドンを目指していた。関東ベスト8で止まって、自分のリーチ、腕
や脚の長さが゗ンターナショナルじゃないといことに気づき、挫折ではないが現実を見てやめた。
その後、あるコンサートホールの最後列で聴いた、ピゕニッシモの、とても豊かな響き、音を聴いてエネル
ギーが沸いた。聴いた瞬間に聴く側ではなく、向こう側に立ちたいと思った。音一つで人生観が変わる、素
晴らしい仕事だと思い、歌手になりたいと思った。次の日、音楽の先生に、歌手になる（なりたいではな
く）、と言って、応援してもらい音楽大学に行ったが、早く舞台に立ちたくて仕方がなく、大学卒業後、す
ぐに゗タリゕに渡った。あのコンサートの音楽に出会っていなかったら、商社マンにあこがれて商社に入っ
ていたかも知れない。音楽はユニバーサルランゲージ。
初めて会った人とも音楽を通じて仲良くなれる。このことを音楽好きではない人とも共有したい。

＊使命を感じるとき＋
音楽以外、他にできることが何もない。私が歌うことによって喜んでくれる人がいる。コンクールに受かっ
たり、次の仕事が来ると、歌ってていいよと言われているように思う。何だ！いいのかと、その都度感じる
ことで使命を実感する。

＊積極的な性格へのターニングポ゗ントは＋
音楽のおかげで人と話すのが好きになった。音楽でのコミュニケーションには言葉はいらない。目と目で、
「この音楽いいね」でコミュニケーションができる。「おいしいね」も同じ。五感を刺激するもの。音楽や
芸術は門を開けて、どんな人のことも待っている。自分が感じたいように感じる。見たいように見て、聞き
たいように聞くことが大事だと感じている。

自身の使命に気づく

今回の研究会は異質から学ぶチェンジリーダー。今回集まっているのはチェンジリーダーの方々。オペラ業界
で頑張っている大岩千穂さん。
業界、組織を変えていこうということで志は同じ。みなさんがこれから変わるためのヒントでもあるが、皆さ
んに続くチェンジリーダーをいかに育てるか、という視点で研究する。
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3人の師からの学び

＊なぜ3人の師か＋
歌は身体が楽器。自分の身体は自分の言うことをきいていないことが多い。意識的ではなく、無意識に自分の
身体を動かせるレベルにしなければならない。
脳が自分の身体の司令塔で、呼吸のタ゗ミング、どういう音色を出すか、は神経、筋肉が行う。師からは早く
自分で自分を飼い慣らせ、と言われた。
１０年間で３人の先生についた。３人の師を求めよと、゗タリゕである人に言われ、意図的に先生を変えた。
同じ人と仕事をしているとどこか麻痺してくる。先生が自分の生徒を褒めて可愛がってしまう、これは危険な
こと。これを打破するには、一度その師から離れる必要があると思った。
１０年経って感じたことは、結局いい音は同じだということ。それを生徒にどう伝えようとしたかその方法が
違うだけ。
反面教師、という言葉があるが、何か１つの事をやろうと思うと２面では足りないと思う。3面教師が必要で
は。

＊3人の師はどんな師か＋
最初のプロッテゖ先生の教えは哲学を学べ、という言葉に尽きる。
哲学とは幸せになりたい、ということに尽きる、動機がシンプルであるほうが素晴らしいことができるという
教え。また、物事をやればやるほど幸せになれると思うのは間違いで苦しくなるとも言われた。
昨日まで良いと思っていたことが今日は良いとは限らない。歌うほどに苦しみが伴うが、それでもやりたい
か？と言われてやりたいと答えた。
苦しいのになぜ続けるのかというと、それを忘れるぐらいの舞台での瞬間があるから。どういう瞬間かと言う
と、舞台で身体の力が抜ける、フワッとした瞬間。宇宙と一体になっているような瞬間を体験すると、苦しい
ことは忘れる。
最初の先生は朝から夜まで歌わせるスパルタ。芸事は毛穴で伝授するとも言われているが、頭で考えさせず、
感じさせる教え方。
２番目の先生はこれをなぜやるのか、ということを論理的に考えさせる先生。そうすることで自己分析ができ
るようになる。
３番目の先生は現場を重視する人。コンクールを受けて勝つために何をするか、を教わった。たとえば劇場は
会社のようなもので、歌手起用に当たって、劇場にとってメリットがあるようにしないといけない。そういう
ことも学ぶ必要がある。上手に歌っているのになぜ舞台に立てないのか、と言っていたこともあるが、上手く
歌うだけではダメ。

自分に対するハングリーさを持ち続ける

＊ハングリーさを持ち続けるコツ＋
マクロとミクロ。
マクロは自分の中で宇宙を外から見るぐらいのスケール感。ミクロはこれ以上ないぞ、というぐらい細部を見
る。細かく見ると最後は波（波動）が残ると言う人がいる。自分がいま傲慢になっていると思ったらミクロか
ら一気にマクロに移る。カメラのレンズのようなもの。昨日と同じレンズで見ない。いま自分に甘いと思った
ら、マクロでみて、とんでもなく自分は小さいなと思うことにしている。
自分の歌を一生、自分で生に聴くことはできない。自分の姿を鏡でしか見れないのと同じ。客観的に見ること
はできない。本当の自分に出会えないことは分かっているから、観客から見てどう見えるか、という視点が重
要。

＊ビジネスではしがらみがあるが、どのように克服するか＋
音楽の世界でも、人がいる以上はしがらみはある。ヨーロッパで働くために日本人であることがまずしがらみ。
国籍がなければと何度も思った。人の数、思想の数だけしがらみがある。自分の魂が自由であり続ける術がある
と思う。
それは、一意専心。１つだけかなえたいことがある、あとは何も要りませんと神に祈る。常に１つ、と言いきか
してきた。
１つのことができないと悔しい。何が何でもできるように努力する。あとは、細心大胆。舞台ですごく大事なこ
と、細心の準備でかつ大胆に。その両面を持ち合わせて１つのことに集中する。この2つの言葉は自分をとても
助けてくれた。

＊自由でいたいという想いが強いようだが＋
自由でいることは、孤独を受け入れるということ。海外で1人で戦っている人はいっぱいいる。
自分は自分という生き方を強く持っている人が多い。そういう人を見ていると自分もできると思った。



チェンジリーダーに関する意見交換

＊大岩さんが教える側として重視することは＋
自分がされたことをするのはやめようと思う。私は歌の先生につかないで、ピゕニストや指揮者についたことも
ある。歌う人が歌の先生につくのは危険。教える側は自分がたくさん練習したことを後輩に強いる。苦手なこと
得意なことがあるが、自分が苦労したことを後輩が苦労するとは限らない。
いい先生は、その人の中にある素質を見つけて、ほめて、気づかせる。その人も気づいていないかもしれない資
質を見出してあげることが大事だと思う。
そのためには、その人のことを良く見る。また、゗タリゕ語に「神ですらその人には触ってはいけない領域があ
る」という言葉がある。１人１人に必ずよいところがあるはずという考え方でいることが大切だと思う。

＊プロッテゖ先生から学ぶ師(リーダー)の姿とは＋
最近、先生の想いをひしひしと感じられるようになった。自分が生きているうちに結果が見たいと思っている人
はリーダーには向いていないと思う。
プロッテゖ先生は私がプロになって活躍していることなど望んでいなかったと思う。それよりもどんな人生を生
きるのか、ということを問われていた。
親が子供の成長の全てを見届けられないのと同じで、リーダーも見届けられない。投げっぱなし。投げた球がス
トラ゗クかボールかなんて気にしてない。ただその必死さは伝わってきた。
その姿に、ただ事じゃない、命を削っていると感じた。

＊最後にチェンジリーダーとは＋
チェンジリーダーとは、既成のものではない、今までにない何かを仕掛けて作っていく人だと思っている。
今後、自身がチェンジリーダーになれるようになりたい。
リーダーとしては後輩には何も期待しない強さも大事だと思う。

NGK後記

オペラの主役を務めるソプラノ歌手だけに、スト゗ックな姿勢が印象的だった。
オペラの舞台においては、主役だけではなく、脇役や裏方を含めた全員に、プロとしてのパッションと勇気(覚
悟)が必要だと共有化されているようですが、これは、ビジネスの世界でも共通であることが理解できた。
組織に仕掛けをして変えていくチェンジリーダーは、いろんなタ゗プがあるものの、パッションと勇気が特に
必要だと思われる。


